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週 刊 新 潮 (PR)

入
し
、Ｘ
線
透
視
画
像
を
監
視
し

な
が
ら
、カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
を

人
動
脈
瘤
の
位
置
に
到
達
さ
せ

る
。次
に
、カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
に

収
め
た
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
大

動
脈
瘤
内
で
展
開
し
、最
後
に
バ

ル
ー
ン
を
膨
ら
ま
せ
て
、内
側
か

ら
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
血
管
壁

に
密
着
さ
せ
る
。治
療
時
間
は
平

均
で
約
∞
分
、麻
酔
な
ど
前
後
の

処
置
の
時
間
を
含
め
約
２
時
間

で
済
む
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
栞
は
、

従
来
高
齢
の
た
め
に
手
術
を
控

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
患
者
な
ど

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
手

術
可
能
な
年
齢
の
患
者
で
も
る
ア

臓部大動脈瘤
左右の総腸骨動脈に分岐する直

祠の蹟部大動脈末端が大きく膨ら
んでいる 画面の左右に見える臓
器は腎臓

日
本
は
１０
年
後

要
治
療
血
管
病
の

ビ
ー
ク
を
迎
え
る

日
本
の
社
会
は
現
在
、年
齢
層

別
人
日
の
ビ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

る
「
団
塊
の
世
代
」
が
リ
タ
イ
ア

の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。そ
し
て
、

既
に
大
動
脈
瘤
な
ど
血
管
病
の

好
発
年
齢
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る

こ
の
世
代
が
、約

１０
年
後
に
は
、治

療
の
必
要
な
血
管
病
症
例
の
最

多
発
期
で
あ
る
Ю
代
中
盤
に
達

す
る
。そ
ん
な
時
期
に
、人
動
脈
痛

の
不
安
に
悩
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

は
、積
極
的
に
検
査
を
受
け
、痛
の

右
無
と
リ
ス
ク
の
程
度
を
確
か
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、万

が
一、破
裂
リ
ス
ク
Ｑ
高
い
大
動
脈

瘤
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
、手

術
や
る
ア
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
と

い
う
心
強
い
破
裂
防
上
の
手
立
て

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
こ
つ
。

睾
日本オ■学社

〒3100011茨 城県水戸市三の丸01248
TEL 029‐221‐ 5177 htip″ www m“ o irc。「,p

血管外科  は 佐久間正祥

第四外 科部長 内 田 智 夫

3学会嗣 心枷 曽列率櫻ri民aむ機構 .口疑血管姻■ 1露]医

CコED茨 城県で最も早く企業製ステントグラ
フトを導入しました.慶噸 大学病院の医師が
協力して治療してぃます。

水戸赤十字病院 団 1平塚市民病院岬 剛
病鵬 石山 直巳

心臓血管センター
センター長鈴木 暁

心輌 管外 部 長 井 上 に 人

循環器内科部長 松 原 隆

血鬱報医長 秋好 沢林
鮎燿権 長 屋lt英樹

4科共同実施高機際 2o列CT
〒が OX5神奈川県平塚市南原1■ 9■

TEL 0463‐ 320015
h¨ t  hiは

'uk,ow hosplユ
|ロ

麗脅驚撥饉輸病鏡

一７

学校法人             興

轟耗蒲雹蘇病院覇娘
鋳 部長 宮本 裕治(主任教授)

日本い 合認定 心置血管外科専門E
日本血管外科学会 理事

助 教 田中 宏衛
日本

…

会認定 心臓血管外科専門医
ステントグラフト指導E

■ 釜鮮轟北海道医療センフー《)日
a rJ

心臓血管外科      院長菊地誠志

ξ響‰   Cコ回D平成18年よ7大動派瘤に対するステ

手御 長 石橋 義光
鰤 獅 餞 う珈 帥 籠 蟻

日本胸部外科学会議足 脚部9111認定医 指導医

日本外●II会認定 外科専門医 指導医 医学博士

医 長 川崎 正和
詳 舗 ■心獅 鬱 い岬 距豪淀機檬碇 1鰤 調 ヨ 彗

日本脚部外科学会認定 胸韻911離 医

日本ウ繹半姜会装 蜘 医 日本輌薔字妻会層定 崚 ]医

顔音ステントグラフト睡  胸都ステントグラフト実施医

日本血質外科学会認定 血省内治籠医

CDED当 院は2010年 3月 に開設された新しい

病院です|1胸部及71腹 部ステントグラフト内挿

術の実施認定施設であり実施資格者も当科に2

名t搭 しています 体への負担が少なく手術如

より歩行 食事lF取が可能であり術後 1週間以内
に退院できます.lT存症のため従来の開胸 開腹外

‖崎 正和  科手術が困難でも適応となる可能性があります.

「

蕨尋i雨覇馴 火 木 午前830～ 1100
〒063 0005 it幌 市西区山の手5条 7丁 目1薔 1号

TEL 011 611‐ 311l http■ ′www hosp 9o,p′ hokka domc′

泰一ントグラフト治療を開始しステントグラフト指

り]     :
燻 mi11,fp 15澤9午可

田中瑳衝  体診 曰 第24土曜日日曜 祝曰年末年始
〒6638501兵庫県西官市武庫川町1 l TEL 0798 45 0111(代表)

htip l;躙w hosO lyo med ac,p′  E ma]usohyO med T,p

― 特集企画 OP―  菫繭 鑢鐵撥艤 饉議 指導医が在箔し 全例調査に協力している実施施設 鷺轟 懸鶴難甕 難難

・1337
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ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
の

進
歩
と
適
応
範
囲
拡
大

に
も
対
応

一方
、
医
療
技
術
の
進
歩
や
状

況
の
変
化
に
応
じ
て
、
随
時
、
基

準
の
見
直
し
も
行
′
ヽ
い
ま
す
．

例
え
ば
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

は
、
複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
多
種
多

様
な
製
品
が
販
売
さ
れ
、
さ
ら

に

従
来
製
品
よ
り
性
能
を
向

上
さ
せ
た
新
製
品
が
次
々
に
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン
ト
′

ラ
フ
ト
治
療
の
実
施
医
は
、
そ
れ

日
本
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

実
臓
基
準
管
理
委
］暴
毒

ら
の
製
品
の
多
く
の
使
用
法
に

柿
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
管

理
委
員
会
の
実
施
医
基
準
、
指

導
医
基
準
も
原
則
と
し
て
、
そ
の

こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
製
品
が
登
場
し
て

く
る
状
況
を
考
慮
し
、
製
品
の

使
用
経
験
に
つ
い
て
の
基
準
が

偏
っ
た
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
は
日

推
月
歩
で
進
化
し
つ
つ
あ
る
分
野

で
す
。
例
え
ば
、
現
在
は
施
術
の

難
し
い
血
管
の
技
分
か
れ
部
位

に
で
き
た
大
動
脈
瘤
に
も
適
用

で
き
る
新
し
い
る
ア
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
が
、
近
い
将
来
、
使
え
る
よ
う

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

管
理
委
員
会
は
今
後
も
、
医
療

技
術
の
進
歩
に
即
応
し
な
が
ら
、

日
本
の
る
ア
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療

の
レ
ベ
ル
維
持
と
向
上
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
。

「日
本
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
実
施
基
準
管

理
委
員
会
」
の
ウ
ェ
フ
サ
イ
ト
．
実
施
施

設
の
言
査
基
一羊

全
国
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
治
療
成
績
な
ど
の
は
か
　
大
動
脈
疱

の
基
礎
知
識
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
．

111僧高害豊得躊磯査  興

福岡市民病院
院長 竹中 賢治

血旨外科 江口 大彦

手術翌ロカら食事歩行が可能です

陥 T料

'iキ

1火 金。00～ 1400
1=患診額 ,臨時受け付|十 ています)

〒
=120046'「

区市博多区J=本町1:薔 1号

TEL 092 6321111
ht,IWWW℃hO,pth m nhPl

彗 蜃 曇 念 八 幡 病 院 続 長石束 隆男
回 出

霊摯リテ鷲 三井信介 醸■■■11■|
日本期 ‖学会議定 外科専門医 指継     

―
|‐ ‐‐‐ .||||:

議鍵織殷謝謗努P饗雪誨llSは晰颯畿轟轟
■
=出

口 指導暉 極 もつ血管外科医2名

を中心に腹部大動脈瘤の治療を行っています.

1■二
=日

TEL 098 671 5489匝 受T司
=‐

O・～1,00ち■,■ 100ばマ

〒8053508福 岡県北九ll市 八幡東区春の町111
TEL 093‐ 672‐3176(代表)hiip:″ www ns yawata mhO o子 ,0

国立大学法人

鳥取大学医学部附属病院
心臓血管外科 扇根 1ヒ野博也

中LI国 トップクラスの実績

蒙
科
最西村元延

日本外l■会詢定 外科聟 距
日本心臓血管外科認定し腱血管外科専門医

口埜些卜受,1330～ 10‐30
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胸部 腹部ステントグラフト指導医

… =問
500'以上の腹部ステントグラフト

治療に加えて 2011年の心臓血管外科設立に伴
い 胸部大‐lT層 ,患に対しても積極的なステン

トグラフト治療を開始しました.定型JIな 開胸 開
臆手術 胸

=`腹
部ステントグラフト留置術にとと

まらず 大動脈解離や広範囲大動脈瘤に対する

丼t備展  ハイラリッド治療なども積極:つに行っています

伊東 裔i  〒8100001福 岡市中央区天神1丁目3薔46号
TEL 092771 8151 http:″ ●ハぃ″sa seikalhO chuo`Ukuoka,p7
E mal:byo n@saSe ka hO chuo(ukuoka,p

病院長野口 隆之
心瞼血鬱 I科 教授

放射線科  教授

宮本 伸二

森  宣

テントグラフトを組み合わせたハイプリッド治療や大動脈解離
に対するステントグラフト治療 開窓型ステントグラフトなどよ

Gコ団D当院では2007年から460例 の
大動lFlス テントグラフト内挿術の経験
があり 4人の腹部 胸部大動脈ステン
トグラフトの指導医がを結し治療を行っ
ています。通常のステントグラフト治療
のみならず バイパス手術や置換術とス

り高度な治療にも取り組んで
います 2013■よリステント
グラフト治療に最適イとされた

最新型のハイプリッド手術室
が勘 し さらに充実した環境
での治療が可能になります.

lt診 日 土曜 日曜 祝日
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